
指導期間について 【運営ガイドライン概要】

○ 原則の指導期間の考え方（運営ガイドライン ２９頁）
児童・生徒が抱えているそれぞれの学習上等の困難さに応じて指導目標を設定して指導を行い、学校生活の一年間

のサイクルが終了する時点で、必ず振返りを行うという趣旨で、指導期間を原則１年間と規定

○ 指導期間の延長（運営ガイドライン ４５頁）
原則の指導期間内に指導目標を達成できない場合において、一定の条件を満たす場合には、区市町村教育委員会

が設置する判定委員会などにおいて審議し、指導延長可能

○ 延長期間終了後の対応に関する検討（運営ガイドライン ４９頁）
延長期間内に、設定した指導目標が達成できない場合、引き続き特別支援教室での指導を継続することが適切なの

か別の支援方法が適切なのか、適切な支援のあり方について、区市町村教育委員会が設置する判定委員会や就学
支援委員会等において、改めて、十分に審議し、総合的に判断

9



入室後のフローチャート Ⅰ
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ガイドライン 第１部 第３章

ガイドライン４３ページ

① 個別指導計画及び連携型個別指導計画の作成

繰り返す

＜指導開始＞

報告・共有

助言・般化

④ 校内委員会
➡ 在籍学級担任、教科担任、養護教諭やコーディネーターなど、 複数の視点で

児童・生徒の特別支援教室及び在籍学級での状況を把握し情報共有

報
告

報
告

退室に向けた評価

⑤ 評価（３か月又は学期ごと）

③ 在籍学級での指導・支援② 特別支援教室での指導・支援

⑥ 児童・生徒や保護者との情報共有

P44

P44

巡回相談心理士によ
る行動観察や助言

P44
※少なくとも年度末

までに 1回は開催
ただし、退室につ
いては可能性が
生じた時点で開催

⑧児童・生徒や保護者への説明、合意形成

退室の
判断

指導延長
の判断

退室後の在籍学級等での支援内容

再入室の仕組みの説明

⑦ 退室及び指導延長の検討のための校内委員会（※）

在籍学級担任等による評価や報告

巡回指導教員からの意見や提案

保護者・本人の意向や巡回相談心理士による所見の確認

⑩児童・生徒や保護者との合意形成

⑪ 指導延長に係る判定委員会

指導延長
「適」

＜指導延長＞＜退室＞

⑨ 区市町村教育委員会又は
判定委員会への退室に係る報告等

（必要に応じて）

など

など

指導延長に至った経緯の確認 など

指導延長
「不適」

（教育委員会や学校が保護者に説明）

P44

P45

P45

P45

右図へ

左図から



「学習と行動のチェックリスト」
を活用した実態把握
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改訂のポイント

➢「読む」や「行動」など13区分39項目で整理

➢支援初期の段階で活用するため質問数を精選

➢各項目内の配列は、易しいものからステップアップ

➢学級担任、巡回指導教員等、複数の視点でチェック
リストを活用

➢得意なことや興味・関心について記載

２年　・　A　 記入者 ○○　〇〇

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 備　　　考

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

４
書
く

既習の文字を書くことができる。 字形は乱れるが書け
る。最後まで集中し
できず、板書が途中
になってしまうこと
が多い。

字の形や、大きさを整えて書くことができる。

決められた時間内で板書を写すことができる。

５
計
算
す
る

学年相応に簡単な計算ができる。

学年相応に簡単な暗算ができる。

５、１０とまとめて数えることができる。

２
話
す

単語の羅列ではなく、文として話をすることができる。

トラブルが起きると
状況の説明がうまく
できない。

自分の意思を教師に伝えることができる。

教師に内容をわかりやすく伝えることができる。

３
読
む

既習の文字を読むことができる。

文末を読み違えるこ
とがある。

学年で使用する教科書の一文を流ちょうに読むことができる。

説明文の内容を読み取ることができる。

自分のことに夢中に
なり、一斉指示を聞
き逃してしまう。

一斉の指示を聞いて行動できる。

聞きまちがいなく、話の内容を覚えることができる。

学年・児童名 在籍学級担任

学習と行動のチェックリスト（小学校１、２学年用）

※評価：できる→A　　ほぼできる→B　　あまりできない→C　　できない→D　　未確認→未

【達成度の目安】　A：80％以上　　B：80～50％　　C：50～30％　　D：30％以下

評　　価

区　分 項　　　　目

１
聞
く

個別に出された口頭の指示を聞いて行動できる。

在籍学級を中心とした支援の充実

ガイドライン 第２部 第１章



「学習と行動のチェックリスト」
を活用した実態把握
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改訂のポイント

➢ チェック結果は、区分ごとにレーダーチャート
に記載

➢ 結果から、児童・生徒がどの項目につまずきや
困難さがあるか把握が可能

➢ 指導前と指導後にチェックすることにより、児
童・生徒の変容を視覚的に把握

１聞く

２話す

３読む

４書く

５計算する

６推論

７姿勢・粗大運動８微細運動

９注意

１０行動

１１感情のコントロール

１２社会性（集団行動）

１３社会性（コミュニケー

ション）

指導前 指導後

在籍学級を中心とした支援の充実

ガイドライン 第２部 第１章
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指導目標のスモールステップのイメージ

自立活動の内容を参考とし、実態把握から課題の抽出、指導目標・内
容の設定までの流れと考え方を整理

長
期
目
標

短期目標①

※段階的に設定した短期

の指導目標を達成する

ことによって、長期の

指導目標が達成されて

いくイメージ

→ ３ か 月 ←

→ ３ か 月 ←

→ ３ か 月 ←

短期目標②

短期目標③

特別支援教室の利用と在籍学級との連携

ガイドライン 第２部 第２章



短期目標②
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① 指導場面を限定して記述する。 【場面・対象】
② 数値や量などで表すか、具体的な内容を記述する。【量・手段】
③ 具体的に想定される動作や表出を記述する。 【動作・表出】

短期の指導

目標①の例

①【場面・対象】 ②【量・手段】 ③【動作・表出】

在籍学級
で教員に

小集団指導の
場面で教員に

教員と一対一での
指導場面で教員に

言葉を
考えて

文型を使って言葉で

言葉カードからの選択で

相手に応じ
て表現する

自分の気持ちを
表現する

登場人物の気持ちを表現する

長期の指導目標の例 教員に対して、適切な言葉で意思を伝えることができる。

言葉カードから選択し、個別指導の場面で巡回指導教員に、 イラスト
で描かれた登場人物の気持ちを表現することができる。

短期目標①

短期目標③

特別支援教室の利用と在籍学級との連携

ガイドライン 第２部 第２章
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特別支援教室指導事例等検索サイト

学校や地域の枠を超えて、指導の
向上や様々な支援に生かしていただ
くために、各校や各教育委員会から
寄せられた指導事例等の具体例を掲
載しているまとめサイトです。

（令和３年９月から運営）
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障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知）

（平成25年10月４日付25文科初第756号 文部科学省初等中等教育局長通知）

第２ 早期からの一貫した支援について

２ 個別の教育支援計画等の作成

早期からの一貫した支援のためには、障害のある児童生徒等の成長記録や指導内容等に関する情報について、

本人・保護者の了解を得た上で、その扱いに留意しつつ、必要に応じて関係機関が共有し活用していくことが

求められること。

このような観点から、市町村の教育委員会においては、認定こども園・幼稚園・保育所において作成された

個別の教育支援計画等や、障害児相談支援事業所で作成されている障害児支援利用計画や障害児通所支援事業

所等で作成されている個別支援計画等を有効に活用しつつ、適宜資料の追加等を行った上で、障害のある児童

生徒等に関する情報を一元化し、当該市町村における「個別の教育支援計画」「相談支援ファイル」等として

小中学校等へ引き継ぐなどの取組を進めていくことが適当であること。

以下通知のとおり、各市町村に対して、認定こども園・幼稚園・保育所や障害児通所
支援事業所等といった関係機関と情報共有し、連携するよう求めている。

関係機関との連携について


